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循環型都市経営を目指して【特集】

小林まちづくり株式会社
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小林まちづくり株式会社
平成 26 年、市のまちづくりを担う新たな会社として、地元企業などの出資により設立した「小
林まちづくり株式会社」、通称「こばまち」。その取り組みは TENAMU ビルに代表される施設
の運営から、観光商品の開発まで多岐にわたります。今回は、こばまちの設立の背景と今、そし
てこれからどこへ向かうのか紹介します

特
集

特集／小林まちづくり株式会社

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
は
、
小

林
市
の
活
性
化
を
願
う
市
民
や
企
業
を

中
心
に
、
商
工
会
議
所
、
宮
崎
銀
行
、

市
の
出
資
を
得
て
、
平
成
26
年
に
誕
生

し
た
民
間
企
業
で
す
。
最
大
の
特
徴

は
、
民
間
企
業
の
「
経
営
力
」
と
、
利

益
を
あ
ら
ゆ
る
形
で
ま
ち
に
還
元
す
る

「
公
共
性
」。
一
つ
の
企
業
や
行
政
で

は
で
き
な
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
を

推
し
進
め
る
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

設
立
の
背
景
に
は
、
中
心
市
街
地
の

衰
退
が
あ
り
ま
す
。
店
舗
の
郊
外
化
や

大
型
化
、
消
費
者
の
購
買
行
動
の
変
化

な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
平
成
25
年
の
中

核
的
商
業
施
設
の
閉
店
は
設
立
の
大
き

な
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
中
心
市

中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
目
的

平
成
26
年
「
こ
ば
ま
ち
」
設
立

T
て な む

ENAMU ビル
まちなか複合施設「TENAMU ビル」は、小林まちづくり株式会社が、中心市
街地活性化の拠点として建設。平成 29 年 12 月 9 日にオープンしました。
１階にはスーパーマーケット、２階は交流スペースのほか、小林商工会議所な
どが入るオフィススペース、３階から５階は賃貸マンションとなっています。

　活気のあるコンパクトなまちづくりを推進す
ることを目的とした会社のこと。全国各地に多
数設立されている中で経営形態や、主体とす
る事業は市町村により
さまざまです。建物や
設備を整備する会社や、
イベント主催に注力す
る会社などもあります。

まちづくり会社とは

こばまちの令和 2 年度活動の一部を紹介します。
こんな活動しています！ 街

地
の
衰
退
は
小
林
市
全
体
の
衰
退
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
、
平
成
26
年
５

月
に
市
内
経
済
界
・
地
元
産
業
の
団
体
・

個
人
が
集
ま
り
「
小
林
市
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
」
を
設
立
、
中
心
市
街

地
の
再
生
に
む
け
た
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
商
業
施
設
跡
地
の
再
開

発
を
は
じ
め
、
中
心
市
街
地
の
活
気
を

取
り
戻
す
た
め
に
、
商
工
会
議
所
、
地

域
の
民
間
企
業
・
有
志
が
出
資
し
、
同

年
11
月
「
小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」

が
誕
生
。
こ
の
活
動
を
行
政
も
支
援
す

る
こ
と
で
、「
民
間
の
視
点
」
と
「
公
共

性
」
の
両
面
の
機
能
を
持
つ
組
織
と
し

て
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
は
、
通

常
の
株
式
会
社
と
同
様
に
、
取
締
役
社

長
を
は
じ
め
と
し
た
役
員
が
お
り
、
重

要
な
事
項
は
株
主
総
会
で
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
社
の
利
益
は
、

出
資
者
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
か
た
ち

で
“
ま
ち
”
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
10
人
の
社
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
市
街

地
開
発
、
特
産
品
開
発
事
業
、
に
ぎ
わ

い
創
出
事
業
を
展
開
。
市
内
産
品
の
販

売
促
進
事
業
な
ど
、
中
心
市
街
地
に
限

ら
ず
地
域
全
体
の
活
性
化
も
図
っ
て
い

ま
す
。

　

民
間
企
業
の
経
営
力
を
応
用
し
都
市

経
営
を
行
う
う
え
で
、
固
定
概
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
新
た
な
事
業
展
開
を
経
営

方
針
と
し
、
市
民
の
「
ま
ち
へ
の
願
い

や
想
い
」
を
受
け
止
め
、
活
力
に
変
え

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
で
得
た
利
益
を

ま
ち
づ
く
り
に
還
元

TENAMU ビルはオープン以来多くの市民の憩
いの場となっています（写真はオープン当初）

　まちなかの、にぎわいを創出するため「ハロ
ウィンウォーク＆ナイト」のイベントを開催。
コロナ対策を重視し、少人数で開催できるイベ
ントのモデル事業となりました。

中心市街地にぎわい創出イベント

　生駒エリアの滞在型観光の可能性を探る実証
実験として「アウトドア・ワ―ケーションリゾ
ート in 生駒高原」を実施。仮設のグランピン
グエリアや、湧水など地域資源を活用したアク
ティビティのコンテンツを造成。県内モニター
参加者の評価も高く、地域資源を活用した新た
な観光につながる実証実験となりました。
※詳細は 12 ㌻に掲載

生駒高原グランピング実証実験

霧島連山の麓の雄大な自然の恵みを受けて育っ
た、質の高い農畜産物の魅力を最大限生かすた
め、生産者・事業者・販売者を繋いで、新しい
お土産や特産品の開発に取り組んでいます。

市内企業とのコラボ商品開発

循環型都市経営を目指して



ト
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す

小
林
市
の
魅
力
を

世
界
に
広
め
る
た
め
猪
突
猛
進

小
林
市
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

ま
ち
づ
く
り
に
全
集
中
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自
社
の
複
合
施
設
『
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ

ビ
ル
』
や
、
管
理
を
受
託
し
て
い
る
駅

前
の
『
Ｋき

っ

と

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
小
林
』
を
活
用
し

て
、
観
光
と
交
通
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
ビ
ル
の
２
階
に
は
小

さ
な
子
ど
も
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
や
、

読
書
な
ど
自
由
に
楽
し
め
る
空
間
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
小
林
の

２
階
に
は
貸
し
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
こ

ち
ら
は
イ
ベ
ン
ト
か
ら
会
議
ま
で
幅
広

い
利
用
が
可
能
で
す
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
で
も
こ

れ
ら
を
活
用
し
て
、
地
域
と
企
業
の
つ

な
が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
公
認
の
通
販
サ
イ
ト
『
ン
ダ
モ
シ

タ
ン
マ
ル
シ
ェ
』
の
管
理
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
業

務
も
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
魅
力
あ

る
産
品
を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
宣
伝
活
動
の
ほ
か
、
新
規

出
品
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
施
設
を
活
用
し
て

　

ま
ち
の
活
性
化
を
図
る

　

国
内
へ
の
観
光
推
進
事
業
と
し
て
、

団
体
向
け
の
バ
ス
ツ
ア
ー
や
、
個
人
旅

行
者
向
け
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光

地
域
づ
く
り
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
で
は
訪
日
外
国

人
向
け
の
情
報
発
信
を
始
め
、
ツ
ア
ー

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
通
訳
な
ど
の
ア
シ
ス

ト
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
は
、
直
接
的
な
往
来

が
難
し
い
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
交

流
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
、
多
言
語

（
日
本
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
）
で
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原
町
で
組

織
す
る
『
北
き
り
し
ま
田
舎
物
語
推
進

協
議
会
』
は
農
家
民
泊
体
験
・
田
舎
暮

ら
し
体
験
を
提
供
す
る
団
体
で
、
そ
の

事
務
局
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎

年
、
関
東
地
方
の
学
校
の
修
学
旅
行
生

な
ど
に
民
泊
体
験
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
受
け
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け

引
き
続
き
田
舎
体
験
の
良
さ
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
生
産
者
・
事
業
者
・
企
業
を

繋
げ
て
、
新
し
い
お
土
産
や
特
産
品
の

開
発
に
取
り
組
む
た
め
の
橋
渡
し
を
し

て
い
ま
す
。

●
国
内
外
の
旅
行
客
に

　

小
林
の
魅
力
を
発
信

特集／小林まちづくり株式会社

　

昨
年
6
月
に
市
公
認
通
販
サ
イ

ト
「
ン
ダ
モ
シ
タ
ン
マ
ル
シ
ェ
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
イ
ト

で
は
、
小
林
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

地
場
産
品
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
購
入
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
魅
力
あ
る
商
品
を
掲
載
す
る

こ
と
で
小
林
市
の
認
知
向
上
と
地

域
経
済
の
振
興
を
図
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
母
の
日
限
定
ギ
フ
ト

と
し
て
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
名

入
れ
グ
ラ
ス
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の

セ
ッ
ト
を
数
量
限
定
で
販
売
し
ま

す
。
送
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

同
時
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ

ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く

だ
さ
い
。

市
公
認
通
販
サ
イ
ト
で
は

楽
し
い
企
画
を
展
開

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
市
内
を
周
遊
す

る
バ
ス
ツ
ア
ー
の
企
画
・
販
売
な

ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
観
る
観
光
だ

け
で
は
な
く
、
実
際
に
そ
の
地
域

の
物
や
人
に
触
れ
な
が
ら
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
体
験
型
観
光
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
ツ
ア
ー
を
企
画
。

ツ
ア
ー
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
リ
ピ

ー
タ
ー
が
増
え
、
地
域
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
も
増
え
て

い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
ツ
ア
ー
が
楽
し
そ

う
！
」「
私
の
所
で
こ
ん
な
体
験

で
き
る
よ
」
な
ど
観
光
に
関
す
る

ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
楽
し
い
プ
ラ
ン
を
一
緒
に
つ

く
り
ま
せ
ん
か
？

オ
リ
ジ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の

協
力
者
を
募
集
し
ま
す

小林に暮らす人の想いを活力に変える
　「まちづくり事業部」「観光推進部」の２つの部署で、10 人の社員が幅広い事業を展開する「こ

ばまち」。中には、私たち市民の生活や仕事とつながっていることも多くあります。それぞれの部

署の業務と目指していることを聞きました。

観光推進部
マネージャー
上
う え だ

田 卓
た く や

矢 さん
まちづくり事業部
兒
こ だ ま

玉 友
ゆ き

紀 さん

ま
ち
づ
く
り
事
業

◆
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
機
能

　

複
合
施
設
の
開
発
、
テ
ナ
ン

　

ト
賃
貸
、
ビ
ル
管
理

◆
市
街
地
エ
リ
ア
の
整
備

　

商
業
施
設
跡
地
周
辺
整
備

◆
イ
ベ
ン
ト
・
賑
わ
い
の
創
出

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用

　

、
空
き
店
舗
の
活
用
、
ま
ち

　

な
か
情
報
発
信

◆
物
販
・
飲
食
事
業

　

地
域
資
源
・
産
品
の
商
品
化

　

・
販
売

◆
各
種
受
託
事
業

　

ふ
る
さ
と
納
税
お
問
い
合
わ

　

せ
セ
ン
タ
ー
業
務
な
ど
の
ソ

　

フ
ト
事
業
受
託

観
光
推
進
事
業
‐
Ｄ
Ｍ
Ｏ

◆
着
地
型
商
品
の
企
画
・
開
発

◆
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
収
益
化
に

向
け
た
企
画
・
開
発

◆
観
光
ム
ー
ビ
ー
に
よ
る
地
域

資
源
の
発
信

◆
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
企

画
・
開
発

◆
市
民
の
観
光
ア
イ
デ
ア
実
現

化
に
対
す
る
支
援

小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
が
取
り
組
む
事
業
内
容

●
農
家
民
泊
・
田
舎
ぐ
ら
し

　

体
験
を
提
供

●
新
し
い
可
能
性
を
生
み
出
す

　

商
品
開
発

●
地
場
産
品
を
市
内
外
へ
Ｐ
Ｒ

　

市
公
認
通
販
サ
イ
ト

ツアーイベントの
様子

市公認の通販サイト

PICK UP!

PICK UP!

観光推進部
千
せ ん た

田 知
ち か

佳 さん
観光推進部
千
せ ん た

田 知
ち か

佳 さん
統括部長
木
き む ら

村 洋
ひ ろ ふ み

文 さん
統括部長
木
き む ら

村 洋
ひ ろ ふ み

文 さん

観光推進部
マネージャー
上
う え だ

田 卓
た く や

矢 さん
通販サイト
QR コード

KITTO 小林を活用した
イベントの様子
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特集／小林まちづくり株式会社

所 在 地

Ｔ Ｅ Ｌ
Ｆ Ａ Ｘ
E - m a i l
営業時間
店 休 日

　コロナ禍にいち早くホームペ
ージでテイクアウトを掲載した
り、中心市街地でイベントを開
催する取り組みはありがたいで
す。これからも中心市街地の人
通りが多くなるよう、一緒にが
んばっていきたいです。

一緒に中心市街地を盛り
上げていきたい

㈲
ダ
イ
ワ
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役

　
　

大お
お
く
ぼ窪 

和か
ず
と
し利 

さ
ん

　自社商品の活用を相談したと
ころ、（株）東京ミレニアムさ
んとのコラボ新商品の提案があ
り、商品化してみると大好評。
自分では考えもしなかった提案
だったので、製品化・販売のノ
ウハウ・人脈に感心しました。

ふとした相談から新商品
を一緒に作りました

〒８８６‐０００８
小林市本町１６
２７‐３２８０
２７‐３２５７
kobamachi1@road.ocn.ne.jp
９時～１７時
土曜・日曜・祝日

　学校や部活後、電車を待つた
めに、TENAMU ビル２階の交
流スペースや１階のスーパーを
よく利用しています。静かな環
境で勉強などにも集中できま
す。駅近くにあり、遅くまで利
用できるので助かっています。

交流スペースの落ち着く
雰囲気が好きです

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
ビ
ル
利

用
者　

高
校
２
年

　

二ふ
た
み見 

そ
よ
か 

さ
ん

庸
山
窯

窯
元

　
　

川か
わ
じ路 

庸よ
う
ざ
ん山 

さ
ん

　ポピーやコスモスイベント時
のチラシを、こばまち、市観光
協会と協力して作成していま
す。今後も、生駒高原から市内
へ周遊したくなるような取り組
みなどに協力し、一緒に観光地
を盛り上げていきたいです。

県外から誘客の協力
市内への周遊を支援

　体験ツアーの相談を受けたの
がきっかけ。以降もこばまちと
一緒に活動する中で、販路拡大
のサポートだけでなく、地元の
方との新しいつながりが増えま
した。一緒に働くことが楽しみ
です。

こばまちを通して広がる
人とのつながり

定
食
屋
ご
は
ん
や

代
表

　
　

吉よ
し
ど
め留 

裕ひ
ろ
し 

さ
ん

花
の
駅 

生
駒
高
原

店
長

　
　

廣ひ
ろ
さ
わ澤 

和か
ず
ひ
ろ洋 

さ
ん

情 報 発 信 中
・ホームページ

・フェイスブック ・インスタグラム

https://kobayashi-machi.com
ホームページ
では市公認通
販サイトやテ
イクアウト料
理の飲食店な
どを掲載中

こばまちの活動を知る人
などまちの人の声を紹介

声まちの

宮崎銀行 TENAMU
ビル

観光協会観光協会

KITTO 小林KITTO 小林

小林
郵便局
小林
郵便局

小林駅

6

　

中
核
的
商
業
施
設
の
跡
地
は
中
心
市

街
地
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
場
所
で
あ
っ

た
た
め
、
ま
ず
は
こ
こ
を
再
開
発
す
る

こ
と
が
足
が
か
り
に
な
る
と
考
え
、
ま

ち
づ
く
り
株
式
会
社
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

会
社
の
設
立
に
あ
た
っ
て
、
同
じ
想

い
を
持
っ
た
同
志
を
集
め
る
た
め
出
資

を
募
り
ま
し
た
。「
利
益
は
株
主
へ
の

配
当
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
再
投

資
を
行
う
」
と
い
う
条
件
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
方
か
ら
賛
同
い
た
だ
き

ま
し
た
。
出
資
の
96
㌫
は
個
人
・
民
間

の
方
か
ら
の
出
資
と
い
う
こ
と
は
、
裏

を
か
え
せ
ば
そ
れ
だ
け
多
く
の
方
が
現

状
に
危
機
感
を
持
ち
、
市
の
活
性
化
へ

の
想
い
を
小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

へ
託
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
で
は
“
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ

ビ
ル
”
や
“
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
小
林
”
な
ど

の
『
点
』
を
つ
な
げ
『
面
』
と
し
て
広

げ
て
い
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
周
辺
に
新
し
い
飲
食
店
が

で
き
る
な
ど
、
良
い
方
向
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
店
舗
の
利

活
用
に
つ
い
て
も
、
地
主
と
事
業
者
を

繋
げ
る
よ
う
な
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
中
心
市
街
地
の
た
め
の
会
社
」
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
は
中
心

市
街
地
か
ら
始
め
て
、
須
木
・
野
尻
地

区
を
含
め
た
市
全
体
の
活
性
化
を
目
指

し
た
会
社
で
す
。

　

事
務
局
と
し
て
活
動
す
る
観
光
Ｄ
Ｍ

Ｏ
な
ど
は
、
外
か
ら
人
を
呼
び
市
内
各

地
で
農
産
品
を
消
費
し
て
も
ら
う
な

ど
、
経
済
波
及
を
促
す
取
り
組
み
で

す
。
ま
た
、
農
畜
産
業
な
ど
裾
野
の
広

い
産
業
に
対
し
て
も
、
商
品
開
発
や
市

公
認
通
販
サ
イ
ト
の
運
営
な
ど
を
通
し

て
役
立
て
る
活
動
を
し
て
い
く
こ
と

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が

小
林
の
魅
力
創
出
に
つ
な
が
る

市
の
活
性
化
を
願
う
市
民
の

想
い
で
つ
く
ら
れ
た
民
間
会
社

1962 年生れ、小林市出身。大学卒業後、
バックパッカーとして世界一周した後帰
郷、28 歳で㈱宮崎ツアーサービスを起
業。現在はグループ８社 1400 人以上の
社員を抱える『ひいらぎホールディング
ス㈱』の代表取締役会長兼社長を務める。

小林まちづくり株式会社

代表取締役社長 柊
ふ き ざ き

崎 庄
し ょ う じ

二さん

が
、
会
社
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
「
何
も
無
く
、
自
然
だ
け
が
多
い
小

林
」
と
言
う
方
も
い
ま
す
が
、
外
か
ら

見
る
と
そ
れ
が
魅
力
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
生
活
様
式
が
見
直
さ
れ
て
い
る
今
、

ワ
―
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
需
要
を
し
っ

か
り
と
取
り
込
む
た
め
の
検
証
も
進
め

て
い
ま
す
。

　

な
に
よ
り
市
内
各
地
で
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
団
体
や
個
人
の
み
な
さ
ん

が
、
私
た
ち
の
活
動
を
理
解
し
、
積
極

Ｉ
Ｎ

Ｔ
Ｅ

Ｒ
Ｖ

Ｉ
Ｅ

Ｗ

広
い
地
域
・
多
く
の
業
種
の

役
に
立
つ
会
社
を
目
指
す

最
大
の
強
み
で
あ
る
「
人
」
と

「
自
然
」
を
活
か
す
取
り
組
み

的
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
他
の
市
町
村
に
は
無
い
強
み
だ
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
強
み
を
活
か
し

つ
つ
、
民
間
企
業
と
し
て
一
つ
ひ
と
つ

の
事
業
結
果
に
こ
だ
わ
り
、
あ
わ
せ
て

情
報
発
信
強
化
に
も
会
社
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
ゆ
る
や
か
に
す
る
た
め

に
も
、
市
内
に
活
気
と
魅
力
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
方
策
を
、
個
人
・
民

間
企
業
・
行
政
と
一
緒
に
取
り
組
み
、

積
み
重
ね
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担

う
会
社
と
し
て
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
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が小林市に
　やってくる！
が小林市に
　やってくる！聖火聖火

※新型コロナウイルス感染症の感染状況などを踏まえ、聖火リレーの実施形態を変更または実施
を見合わせる場合があります。これらの措置などが決定した場合は、市ホームページなどで随時
お知らせします。

 開催日時 開催日時

　聖火リレー開催に伴い、以下の区間に交通規制が実施されます。規制区間だけでなく、周辺の道路
も大幅な混雑が予想されます。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

規制予定時間
15 時～ 18 時

　次の施設はイベント会場や、準備・待機場所として利用されるため、立ち入りができません。
◆市民体育館と中央公民館（駐車場などの敷地全て）
　制限期間：４月 24 日（土曜）～ 26 日（月曜）
　※体育館などの借用申し込みは電話のみの受け付けとなります。
◆市役所正面駐車場（東館駐車場は利用可能）
　制限期間：４月 24 日（土曜）～ 26 日（月曜）
　4 月 26 日（月曜）は、市役所東館北側と小林高校グラウンドに臨時駐車場を設置します。

※コース及び会場周辺での無人航空機（ドローン等）の飛行はできません。
※規制時間は目安であり、進行状況により変更となる可能性があります。
※歩行者と自転車もコースの横断はできません。警備員やスタッフの指示に従ってください。
●問＝県総合政策課 ℡ 0985-26-7029　または　市企画政策課 ℡ 23-0456

　支えあい、認めあい、高めあう心でつなぐ聖火
の光が、新しい時代の日の出となり、人々に希望
の道を照らしだします。

希望の道を、つなごう。
Hope Lights Our Way

福
ふ く ど め

留 健
け ん い ち

一さん／平
たいら

 奈
な お み

緒美さん／四
し い

位 純
す み の り

徳さん／

谷
た に ぐ ち

口 幸
こ う た ろ う

大郎さん／谷
た に や ま

山 大
だ い ち

治さん／福
ふ く や ま

山 幸
こ う い ち

一さん

※３月 22 日現在、ランナーが走る場所（市町）
は公表されていません。

　聖火が小林市にやってくる！感染症予防のために延期された聖火リレーが、３月 25 日（木
曜）に福島県を出発し、全国 47 都道府県を巡ります。
　４月 26 日（月曜）にはいよいよ小林市へ。東上町交差点付近から市役所までの約 2.5 ㌔
を走ります。応援のルールや交通ルール、感染症対策（マスクやソーシャルディスタンス）を
徹底し、ぜひ沿道で観覧ください！

KOBAYASHI 2021.4

注
意

※聖火の到着を祝い、次の区間（えびの市）へ送
り出すセレモニーを、小林市役所で行います。事
前予約した人のみ観覧できますので、希望する人
は市ホームページをご覧ください。

26 日（月曜）月４

●沿道での観覧時はマスクを着用し、前後左右
　の人と適切な距離をとってください

●沿道で観覧する場合は、お住まいに近い場所
　で観覧ください

●沿道では大声を出すことは控え、拍手による
　応援をお願いします

●体調が優れない人は観覧を控えてください

●聖火ランナーの走行の様子は、インターネッ
　トのライブ中継で視聴できます

●スタッフの誘導や指示に従ってください

観覧に当たってのお願い

高千穂町 延岡市 日向市 高鍋町

宮崎市

＞ ＞ ＞ ＞

西都市 ＞

４月 25 日（日曜）

日南市 串間市 三股町宮崎市 ＞ ＞ ＞ ＞

えびの市都城市 小林市＞ ＞

４月 26 日（月曜）

16 時 30 分‐東上町交差点先スタート

ゴ ー ル 17 時１分‐小林市役所

ミニセレブレーション ( ※ )
16 時 47 分～ 17 時 12 分

 聖火リレーコンセプト 聖火リレーコンセプト

 本市在住や出身 の聖火ランナー 本市在住や出身 の聖火ランナー

県内の聖火リレースケジュール県内の聖火リレースケジュール

にご協力ください交通規制交通規制

駐車場 利用駐車場などの利用にご協力ください

特集／聖火が小林市にやってくる

●問＝県総合政策課 ℡ 0985-26-7029　または　市企画政策課 ℡ 23-0456



1011 KOBAYASHI 2021.4

Ｔopicsこばやし
トピックス

友愛クラブの長寿祝いと功労表彰
　２月 18 ～ 19 日、小林市友愛クラブ連合会の米
寿祝いと、福祉功労の表彰が百歳会館で行われま
した。２月に行われる予定であった、福祉推進大
会の中止を受け実施されたもの。当日は、同会の
活動の推進と地域福祉の向上に努め、特に顕著で
あると認められた６人に対して、表彰状と記念品
が贈呈されました。

　２月 26 日、福祉課は
金婚を迎える夫婦のお
祝いとして、記念撮影
と記念品の贈呈を文化
会館で行いました。当
日は雨模様でしたが 40 組が参加。参加した矢

や の

野
侑
ゆ う ぞ う

三・紀
の り

夫妻は「共通の趣味とお互いを思いやる
心が大切」と夫婦仲良しの秘訣を語りました。

50 年の節目に思い出の一枚を

　３月２日、小林看護
医療専門学校４期生 35
人の卒業式が文化会館
で挙行されました。卒
業 生 を 代 表 し て 小

こ ぼ り

堀
沙

さ や

耶さんが「学校で学んだことを生かし、患者や
家族の思いを心に留め、看護できる看護師になり
たいです。」とあいさつしました。

先生・家族・仲間に支えられた３年間

　３月 16 日、小林地区
防犯協会（宮原義久会
長）が安全・安心活動
推進モデル地区であっ
た紙屋小校区社協（写
真㊧野

の も と

元正
ま さ ひ ろ

洋会長）に、感謝状を授与しました。
同地区ではモデル地区として約２年間、高齢者の
見守り活動などで地域の安全に貢献しました。

２年間の防犯に関する取り組みに感謝

①赤
あ か さ き

﨑 峯
み ね お

雄　さん　②岡
お か は ら

原 八
や え こ

重子　さん　③下
さ が り ふ じ

り藤 美
み よ こ

代子　さん
④丸

ま る や ま

山 友
と も き

記　さん　⑤宮
み や な が

永 和
か ず こ

子　さん　　⑥山
や ま ぐ ち

口 秀
ひ で き

喜　さん　（五十音順）

１ ２ ３

４ ５ ６

　 ３ 月 13 日、 小 林 小
で「灯篭ナイト～ GOOD 
SMILE 85 絆～」が開催さ
れました。コロナ禍で
行事が中止・縮小になっ
た６年生に笑顔になってほしいとＰＴＡが企画。
児童や保護者、教師が白い紙袋にイラストなどを
描いて灯篭を作り、中庭をライトアップしました。

灯篭ナイトで小学校最後の想い出づくり

　小林地区更生保護女性
会（小

お の

野鈴
す ず よ

代会長）は、
市内の中学校卒業生と小
学校入学児童の保護者へ
向けた、手作りのしおり
やメッセージカードを各学校に配布しました。同
会は、次代を担う青少年の健全な育成につなげよ
うと、平成 13 年からこの活動を続けています。

児童・生徒へしおりなどをプレゼント

　 ３ 月 ８ 日、 小 林 市
地 域 婦 人 連 絡 協 議 会

（上
う え は ら

原裕
ゆ う こ

子会長）が、小
林駅周辺で美化活動を
行いました。コロナ禍
で中止となった秋まつり後などの市街地の美化活
動に代わる活動として実施。会員 45 人が活動に
参加し、ゴミ拾いや草取りを行いました。

婦人会が小林駅周辺で美化活動

　２月 25 日、スポーツで優秀な成績を収めた個人・団体を表彰する令和２年度小林市体育協会スポー
ツ賞表彰式が文化会館で行われました。
　式では、山

や ま し た

下康
こ う い ち

一会長が「コロナ禍の厳しい環境で、素晴らしい成績をおさめたことをお祝いします。
さらなる競技力の向上をがんばってください。」とあいさつし、各選手・団体の栄誉を称えました。

全国大会などで活躍した選手や指導者　個人 37 人・団体 20 団体を表彰

受賞者の氏名 / 所属 / 競技種目（敬称略）
▼スポーツ特別賞（個人）
倉
く ら か け

掛響
ひびき

（小林高 / 陸上競技）、冨
と み な が

永昌
ま さ き

輝（同 / 同）、藤
ふ じ た

田あい（同 / 同）、
森
も り お か

岡拓
た く み

未（小林秀峰高 / ウエイトリフティング競技）、萱
か や し ま

嶋柚
ゆ ず は

葉（小
林高 / 同）
▼スポーツ特別賞（団体）
小林秀峰高校新体操部（高校 / 体操競技・新体操）、小林高校女
子ウエイトリフティング部（高校 / ウエイトリフティング競技）
▼スポーツ優秀賞（個人）
上
う え は ら

原心
こころ

（小林伝志館道場 / 剣道競技）、池
い け だ

田芽
め い

生（小林 Jr アス
リートクラブ / 陸上競技）、西

に し

蒼
そ う し

志（同 / 同）、河
か わ し ま

島椿
つばき

（同 / 同）、
小
こ ご う ち

河内優
ゆうしゅん

駿（同 / 同）、永
な が い

井侑
ゆ う た

太（小林中 / 陸上競技）、山
や ま し た

下晴
は る

琉（同
/ 同）、黒

く ろ き

木颯
そ う ま

真（同 / 同）、鶴
つ る

優
ゆ う き

希（同 / 同）、田
た ば た

畑李
り り

莉（同 / 同）、
築
つ き ぢ

地ななみ（同 / 硬式テニス）、西
に し の む ら

ノ村美
み わ

和（同 / 同）、茶
ち ゃ き

木陽
ひ な と

翔
（小林秀峰高 / 体操競技・新体操）、春

は る や ま

山清
き よ ひ と

人（同 / ウエイトリフ
ティング競技）、細

ほ そ や

屋陽
よ う た

太（同 / 同）、久
く る き

留木匠
たくみ

（同 / 同）、野
の べ

邊
美
み つ き

月（小林西高 / 柔道競技）、高
た か は し

橋美
み す ず

鈴（同 / 同）、原
は ら だ

田萠
も こ

仔（同

/ 同）、岸
き し も と

本栞
か ん な

奈（同 / 同）、永
な が た

田心
み す ず

鈴（同 / 同）、前
ま え だ

田友
ゆ き

紀（同 / 同）、
久

く ぼ

保純
じ ゅ ん な

奈（同 / 同）、原
は ら だ

田紗
さ き

希（小林高 / 陸上競技）、能
の せ

勢雅
ま ほ

宝（同
/ ウエイトリフティング競技）、安

や す か げ

影奏
か な え

恵（同 / 同）、梯
かけはし

奈
な な

奈（同
/ 同）、押

お う り ょ う じ

領司海
か い と

渡（同 / 同）、有
あ り ま

馬優
ゆ う と

斗（小林秀峰高 / 体操競技・
新体操）、塩

し お は た

畑奈
な な

菜（同 / バドミントン競技）
▼スポーツ優秀賞（団体）
三松ハンドボールスポーツ少年団女子、三松ハンドボールスポー
ツ少年団男子、小林 Jr アスリートクラブ、小林中男子陸上駅伝部、
小林中男子ハンドボール部、小林秀峰高男子ハンドボール部、小
林秀峰高男子ウエイトリフティング部、小林西高硬式野球部、小
林西高柔道部、小林高女子駅伝部、小林高男子駅伝部、小林高女
子バスケットボール部、小林高男子バスケットボール部、小林高
女子ウエイトリフティング部、インパクト（一般 / ペタンク競技）、
ホタル３（同 / 同）
▼スポーツ指導者優秀賞
國
く に ま る

丸泰
や す し

司（小林中 / 陸上競技）、内
う ち む ら

村裕
ゆ う こ

子（同 / ハンドボール競技）

マンゴー農家松
ま つ だ

田泰
や す か ず

一さん、茶農家
園
そ の だ

田悠
ゆうすけ

輔さんが農林水産大臣賞受賞
　２月 19 日、「県農産園芸特産物総合表彰式」が市
役所で行われました。園芸農業などで優れた成績を
収めたとして、松

ま つ だ

田泰
や す か ず

一さん（果樹部門優等）と
園
そ の だ

田悠
ゆ う す け

輔さん（茶部門優等）が農林水産大臣賞を受
賞。また、永

な が さ と

里ヨシエさん（水稲部門優等）が経済
連代表理事会長賞、ＪＡこばやしメロン部会（中

な か お か

岡
敏
と し ひ こ

彦部会長）が九州農政局長賞を受賞しました。

写真左から茶農家の園田悠輔さん、ＪＡこばやしメロン部会長の中岡敏彦さ
ん、米農家の永里ヨシエさん、マンゴー農家の松田泰一さん

小林とドイツの友好の架け橋へ
ホストタウンフレーム切手販売
　２月 17 日、一部郵便局で「小林市×ドイツ連
邦共和国　ホストタウンフレーム切手」が販売さ
れることにあわせて、市役所で贈呈式が行われま
した。本市は平成 28 年にオリンピック・パラリ
ンピックのドイツホストタウンとして登録。今回、
東京 2020 大会の機運醸成のためにホストタウン
フレーム切手が作成されました。

宮崎県南部地区連絡会の中
な か は ら

原泰
や す ろ う

朗地区統括局長（山田郵便局長）は、「これ
をきっかけに、小林とドイツの連携が深まってほしい」と話していました
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PickUpNews
小林を旅立つ君たちへ

　３月は市内各学校、幼・保・認定こども園で卒業式が行われました。卒業し、新たなスタートを切る若者への
エールを込めて、市内３高校の卒業の日に在校生・先生から贈られた黒板アートをご紹介します。

12

PickUpNews
ワ－ケーションの実証実験が行われました

　ワ―ケーションとは、「ワーク」( 仕事 ) と「バケーション」( 休暇 ) を組み合わせた造語。会社員などが、休暇な
どで滞在する観光地や帰省先などで働くことを意味し、仕事と休暇を両立させる働き方として注目されています。
　コロナ後を見据えた新しい滞在型観光の創出・検証を行うため、小林地区（生駒高原）と須木地区で２つのモニター
事業が実施されました。

のふるさと日本一の小林市で、ワンランク上
のグランピング＆ワ―ケーション体験。

　小林まちづくり株式会社は、市と株式会社ＡＮＡ
総合研究所などと共同で、２月 19 日～２月 21 日に
かけて、『アウトドア・ワ―ケーションリゾート in
生駒高原』を実施しました。
　県内からの５組 17 人の参加者は、生駒高原の多
目的広場に設置された宿泊用のテントや、レストラ
ン・バーラウンジを兼ねた大型テントに滞在。
　小林の食材を活かしたコース料理や、星のソムリ
エによる天体観測会、湧水めぐり、大幡山トレッキ
ングなど、生駒高原周辺の自然環境を活かしたプロ
グラムを体験しました。
　また、会場には Wi-Fi 環境などが整備されたコ
ワーキング用のテントも設置され、参加者は「ワー
ク」と「リゾートライフ」を満喫しました。

アウトドア・ワ－ケーション
リゾート  in 生駒高原

コース料理を楽しむ参加者 生駒高原周辺の自然を体感

新たな旅行スタイル「ワ―ケーションリゾート」創出へ

星

かるかやを拠点とした
ワーケーションモニターツアー

須木の魅力を活かして新たな人の流れを創出

木地区の文化や生活などの地域資源を有効に
活用し、新たな人の流れを創出。

　市と小林まちづくり株式会社は、３月 1 日～３日
にすきむらんどの「かるかや」を拠点としたワーケー
ションのモニターツアーを実施しました。
　ツアーには、宮崎市内の事業所から４人が参加。
今年２月に無線ＬＡＮ環境が整備された「かるかや」
に滞在し、テレワークに取り組みました。
　また、体験プログラムでは、地元猟師と一緒に山
に入り狩猟を見学する「狩猟体験」や、地元住民と
の「柚子胡椒・かるかんづくり」、地元の名人直伝
の「そば打ち体験」など、須木地区の人やモノの魅
力を活かしたプログラムに参加。
　参加者は、日常から離れて須木の自然の中での仕
事や体験を楽しみました。　 名人指導のもとそば打ちに挑戦 夜は囲炉裏を囲んで猟師めし

須
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「
小
林
市
ふ
る
さ
と
起
業
家
・

団
体
等
支
援
事
業
」
の
対
象
に
な

る
起
業
家
や
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
提
案
事
業
が
認
定
さ
れ
た
場

合
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

資
金
調
達
の
機
会
を
提
供
す
る

し
、事
業
の
実
現
を
支
援
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

４
月
20
日
（
火
曜
）

　
　

～
６
月
30
日
（
水
曜
）

◆
対
象
者

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
課

題
の
解
決
に
寄
与
し
、「
て
な
ん

ど
小
林
総
合
戦
略
」
の
基
本
目
標

の
推
進
に
資
す
る
事
業
を
新
規
に

起
業
ま
た
は
拡
充
し
よ
う
と
す
る

人
や
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
取

り
組
み
を
展
開
す
る
団
体
。

◆
補
助
金
額

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し

て
認
定
事
業
に
対
し
寄
せ
ら
れ
た

寄
付
金
の
額
。

※
寄
付
募
集
の
方
法
（
返
礼
品
）

　

な
ど
も
提
案
内
容
に
含
み
ま
す

※
新
規
起
業
は
市
が
上
乗
せ
補
助

　

し
ま
す

◆
補
助
対
象
経
費

　

認
定
さ
れ
た
事
業
費
。
上
乗
せ

補
助
は
、
初
期
投
資
費
用
に
限
り

ま
す
。

◆
提
出
書
類

　

事
業
計
画
書
や
収
支
予
算
書
な

ど
、
補
助
金
交
付
要
綱
に
定
め
る

書
類
。

◆
提
出
方
法

　

地
方
創
生
課
に
持
参
・
郵
送
・

電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
提
出
。

●
申
・
問
・
地
方
創
生
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８

　
　

k_sousei@
         city.kobayashi.lg.jp

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

市
で
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
の
た
め
「
小
林
市
子
ど
も
の

未
来
応
援
推
進
協
議
会
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。支
援
体
制
の
評
価
、

点
検
、
提
言
を
行
う
た
め
、
協
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
内
容

▼
任
期

　

令
和
３
年
４
月
１
日

　
　

～
令
和
５
年
３
月
31
日

▼
募
集
人
数　

２
人

▼
条
件

・
市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
人

で
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
心

の
あ
る
人

・
平
日
昼
間
か
夜
間
の
会
議
に
出

席
で
き
る
こ
と

・
現
在
市
の
附
属
機
関
の
委
員
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
地
方
公
務
員
の

職
に
な
い
人

◆
活
動
内
容

　

年
に
数
回
開
催
す
る
会
議
に
出

席
し
、
市
の
計
画
案
の
検
討
や
各

種
事
業
の
実
施
状
況
の
審
議
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
報
酬

　

出
席
１
回
に
つ
き
３
０
５
０
円

◆
応
募
方
法

　

指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
子
育
て
支
援
課
に
持

参
す
る
か
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、子
育
て
支
援
課
、    

　

須
木
庁
舎
住
民
生
活
課
、
野
尻

　

庁
舎
住
民
生
活
課
に
あ
り
ま
す

◆
募
集
締
切

　

４
月
30
日
（
金
曜
）
必
着

◆
選
考
方
法　

書
類
選
考

※
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
文
書

　

で
通
知
し
ま
す

●
申
・
問
・
子
育
て
支
援
課

　

℡
23
‐
４
３
１
９

〒
８
８
６
‐
０
０
０
７

　

小
林
市
真
方
89
番
地
１

2021 年　４　月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ

【ご注意ください！】新型コロナウイルス感染症の状況によって、　　記載の催しなどが中止・延期の場合があります。詳しくは各問合せ先に確認ください。
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対
象
者
募
集
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Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ2021 年　４　月１日号

　

求
職
中
の
人
が
職
業
に
必
須
な

知
識
・
技
能
を
習
得
し
、
早
期
就

職
を
促
進
す
る
た
め
の
訓
練
で
す
。

◆
訓
練
期
間

　

６
月
11
日
（
金
曜
）

　
　

～
９
月
10
日
（
金
曜
）　

◆
場
所　

小
林
高
等
職
業
訓
練
校

◆
募
集
締
切　

５
月
12
日（
水
曜
）

◆
定
員　

20
人　
　
　
　

◆
参
加
費　

受
講
料
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
（
教
材
費
）
と
資

　

格
取
得
の
受
験
料
は
自
己
負
担

◆
そ
の
他

　

内
容
・
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、下
記
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
・
小
林
高
等
職
業
訓
練
校

　

℡
23
‐
６
８
０
０

●
申
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林　
　

　

℡
23
‐
２
１
７
１

　

誰
で
も
簡
単
に
楽
し
め
る
ミ
ニ

テ
ニ
ス
の
基
礎
を
身
に
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

　

５
月
12
日
（
水
曜
）

　
　

～
６
月
30
日
（
水
曜
）

※
毎
週
水
曜
・
全
８
回

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

真
方
地
区
体
育
館

◆
定
員　

10
人
程
度

◆
費
用　

１
千
円

※
ボ
ー
ル
代
、
会
場
費

◆
申
込
方
法　

電
話

◆
申
込
締
切　

４
月
23
日（
金
曜
）

◆
そ
の
他

　

ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
ま
す
。

●
申
・
問

・
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

　

℡
23
‐
７
２
０
１

　

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
や
防

災
機
関
の
水
防
技
術
の
向
上
・
連

携
な
ど
を
目
的
に
、「
大
淀
川
・

小
丸
川
総
合
水
防
演
習
」
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時　

５
月
16
日
（
日
曜
）

　

９
時
20
分
～
11
時
25
分

※
小
雨
決
行

◆
場
所

　

宮
崎
市
鶴
島
（
宮
崎
市
役
所
前

大
淀
川
河
川
敷
）

◆
そ
の
他

　

演
習
で
は
、
小
林
市
消
防
団
に

よ
る
河
川
は
ん
濫
を
防
ぐ
た
め
の

水
防
工
法
訓
練
を
実
施
し
、
洪
水

に
備
え
ま
す
。

◆
主
催

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
、
宮
崎
県
、
宮
崎
市

●
問

・ 

宮
崎
河
川
国
道
事
務
所 

河
川

管
理
課

　

℡
０
９
８
５
‐
24
‐
８
４
９
２

　

疲
労
回
復
効
果
、
食
欲
増
進
、

体
に
良
い
と
さ
れ
て
る
梅
干
し
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

　

５
月
28
日
（
金
曜
）、
６
月
４

日
（
金
曜
）　 

全
２
回

　

９
時
30
分
～
12
時

◆
場
所

　

野
尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費

　

無
料
（
材
料
費
別
途
必
要
）

◆
定
員　

12
人　
　
　
　
　
　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
申
込
締
切　

５
月
13
日（
木
曜
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

◆
申
込
方
法

　

教
育
部
野
尻
分
室
に
直
接
申
込

む
か
、電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問
・
教
育
部
野
尻
分
室

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

知
り
た
い
ワ
ク
ワ
ク
、
学
ん
で

ニ
コ
ニ
コ
、
元
気
大
学
。

◆
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
40
歳
以

上
の
人

▼
学
習
内
容

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
、
健

康
体
操
、
昔
の
暮
ら
し
、
視
察
研

修
な
ど

◆
日
時

　

令
和
３
年
５
月

　
　

～
令
和
４
年
２
月（
全
10
回
）

※
毎
月
第
２
火
曜
日

　

９
時
30
分
～
12
時

◆
場
所

　

中
央
公
民
館
大
集
会
室
ほ
か

◆
受
講
料　

１
千
円

※
材
料
費
な
ど
は
別
途
個
人
負
担

◆
募
集
人
数　

40
人

◆
申
込
期
間

　

４
月
１
日
（
木
曜
）

　
　

～
４
月
22
日
（
木
曜
）

◆
申
込
方
法

　

中
央
公
民
館
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

開
級
式
は
５
月
11
日
（
火
曜
）

の
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
受
講
者

に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

募　

集

講
座
・
催
し

元
気
カ
レ
ッ
ジ

「
し
あ
わ
せ
学
園
」
開
校

公
共
交
通
機
関
の
利
用
の
お
願
い

　

全
国
で
連
日
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ

れ
て
い
る
中
、
県
内
に
お
い

て
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
農
畜
産
物
価
格

の
低
迷
や
飲
食
店
な
ど
へ
の

影
響
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｊ
Ｒ
吉

都
線
・
路
線
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
な
ど
の
交
通
機
関
に
も
多

大
な
る
影
響
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　

吉
都
線
を
汽
車
が
走
り
、

主
要
路
線
に
バ
ス
が
走
り
、

電
話
を
す
れ
ば
タ
ク
シ
ー
が

来
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
当
た

り
前
の
光
景
で
あ
り
ま
す

が
、
利
用
状
況
に
よ
っ
て
は

そ
の
光
景
が
な
く
な
る
事
態

も
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

各
事
業
者
に
は
必
死
に
努

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
地
域
公
共
交
通
機
関
の

さ
ら
な
る
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

県
は
３
月
・
４
月
を
「
感

染
拡
大
防
止
月
間
」
と
位
置

づ
け
、
感
染
拡
大
防
止
の
徹

底
と
社
会
経
済
活
動
の
維

持
・
再
生
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
例

年
で
あ
れ
ば
花
見
や
歓
迎
会

等
の
時
期
で
は
あ
り
ま
す

が
、
感
染
の
再
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
少
人
数
で
の
会

食
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。Volume.16

令
和
３
年
度
大
淀
川
・

小
丸
川
総
合
水
防
演
習

減
塩
梅
干
し
作
り
講
座

の
じ
り
生
涯
学
習
講
座

ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室

受
講
生
募
集

「
子
ど
も
の
未
来
応
援
推

進
協
議
会
」
委
員
募
集

「
I
C
T
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

科
」
受
講
生
募
集

  

パブリック・コメント結果
　意見を募集した下記の計画に寄せられた
ご意見はありませんでした。

◆募集期間
１月 25 日（月曜）～２月 24 日（水曜）
●問＝福祉課　℡ 23‐0111

◆募集期間
１月 12 日（火曜）～２月 10 日（水曜）
●問＝長寿介護課　℡ 23‐1140

◆募集期間
１月 12 日（火曜）～２月 10 日（水曜）
●問＝長寿介護課　℡ 23‐1140

「第６期小林市障がい福祉計画・第２期小
林市障がい児福祉計画（案）」

「小林市高齢者保健福祉計画・第８期介護
保険事業計画 （案）」

「にしもろ地域成年後見制度利用促進基本
計画（案）」

Mail
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先
の
大
戦
で
、
旧
主
要
戦
域
と

な
っ
た
陸
上
・
遺
骨
収
集
の
望
め

な
い
海
上
な
ど
で
の
戦
没
者
の
遺

族
を
対
象
と
し
て
、
慰
霊
巡
拝
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
募

集
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
対
象  

戦
没
者
の
遺
族

◆
費
用

  

実
施
地
域
に
よ
っ
て
金
額
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
・
問
・
県
指
導
監
査
・
援
護

課 

援
護
恩
給
担
当

　

℡
０
９
８
５
‐
26
‐
７
０
６
１

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
、
国
か

ら
第
11
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
請
求
し
て
い
な
い
人

は
、
請
求
窓
口
で
お
手
続
き
く
だ

さ
い
。

◆
対
象
者

　

令
和
２
年
４
月
１
日（
基
準
日
）

に
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な

ど
を
受
け
る
人
（
戦
没
者
の
妻
な

ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、
残
さ
れ

た
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
（
５
年
償
還
の
記

名
国
債
）

◆
請
求
期
間　

令
和
５
年
３
月
31
日

◆
請
求
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん
（
認
め
印
可
）

・
請
求
者
の
戸
籍
抄
本

・
本
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は
、

本
人
の
身
分
証
明
書
な
ど

・
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は
、

請
求
者
本
人
と
代
理
人
の
身
分
証

明
書
な
ど

※
代
理
で
手
続
さ
れ
る
場
合
は
、

　

委
任
状
が
必
要
で
す

※
戸
籍
謄
本
や
先
順
位
遺
族
の
除

　

票
な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

　

ま
す

◆
請
求
窓
口

　

福
祉
課
、
須
木
庁
舎
住
民
生
活

課
、
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

●
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

目
の
不
自
由
な
人
に
、
パ
ソ
コ

ン
録
音
で
書
籍
や
広
報
紙
な
ど
の

内
容
を
情
報
提
供
す
る
音
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

◆
対
象

・
講
習
終
了
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
で
き
る
人

・
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人　

◆
講
習
期
間

　

令
和
３
年
５
月
～
令
和
４
年
３
月

※
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要

◆
場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
開
講
式

▼
日
時　

５
月
８
日
（
土
曜
）　

　

13
時
30
分
か
ら

▼
場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
締
切　

５
月
８
日（
土
曜
）

※
開
講
式
当
日
の
会
場
で
も
申
込

　

み
で
き
ま
す　

●
申
・
問
・
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６

・
水
間

　

℡
23
‐
３
４
９
８
／
０
８
０
‐

　
　

６
４
２
６
‐
１
０
１
９

　

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
や
家
屋

な
ど
の
解
体
、
浄
化
槽
の
入
れ
替

え
で
、
浄
化
槽
な
ど
を
廃
棄
処
分

す
る
と
き
は
、
浄
化
槽
の
最
終
清

掃
が
必
要
で
す
。
浄
化
槽
や
汲
み

取
り
槽
に
残
存
し
て
い
る
汚
泥
な

ど
は
一
般
廃
棄
物
に
な
り
ま
す
。

◆
処
理
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合

　

最
終
清
掃
を
行
わ
ず
浄
化
槽
や

汲
み
取
り
槽
を
廃
棄
処
分
す
る
こ

と
は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
第
16
条
の
規
定
に
違

反
す
る
「
不
法
投
棄
」
で
す
。
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
、
ま
た

は
こ
れ
を
併
科
さ
れ
ま
す
。

●
問
・
生
活
環
境
課

　

℡
23
‐
８
１
２
２

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ

【ご注意ください！】新型コロナウイルス感染症の状況によって、　　記載の催しなどが中止・延期の場合があります。詳しくは各問合せ先に確認ください。
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火災・救急発生状況
種別

+4建物 4 5

　+1林野 0 １

　± 0車両 ０ 0

　+7その他 3 7

救急 154 317 － 36

昨年累計2 月

交通事故発生状況

人身

物損

死者

負傷者

全国死者

16 26

61 115

0 0

19 29

405 （昨年同月比　－ 100）

－ 14

－ 17

－ 18

± 0

種別 昨年累計2 月

人のうごき（小林市の人口）

19，616 世帯

人口
男

女

43，114 人
19，967 人

23，147 人

（5、－ 28）

（－ 31、－ 690）
（－ 2、－ 293）

（－ 29、－ 397）

令和３年 3 月１日現在現住人口　　　　　　　（前月比、前年同月比）
現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の
転入・転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。
※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ
　

生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の
水
質

汚
濁
を
防
止
し
、
水
環
境
を
保
全

す
る
た
め
、
住
宅
の
単
独
処
理
浄

化
槽
か
汲
み
取
り
槽
を
合
併
浄
化

槽
に
設
置
し
た
人
に
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
と
内
容
が
一
部

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

◆
設
置
補
助
・
人
槽
と
限
度
額

・
５
人
槽　

33
万
２
千
円

・
７
人
槽　

41
万
４
千
円

・
10
人
槽　

54
万
８
千
円

◆
配
管
工
事
費
補
助
の
限
度
額

・
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換

　

30
万
円

・
汲
み
取
り
槽
か
ら
の
転
換　
　

　

20
万
円
（
新
規
）

◆
撤
去
費
補
助
の
限
度
額　

・
単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去　
　
　

　

９
万
円

◆
そ
の
他

　

配
管
工
事
費
補
助
・
単
独
処
理

浄
化
槽
撤
去
費
補
助
は
、
該
当
す

る
場
合
に
設
置
補
助
に
加
算
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

●
問

・
生
活
環
境
課

　

℡
23
‐
８
１
２
２

　

自
己
の
資
産
と
近
隣
の
資
産
の

価
格
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
縦
覧

帳
簿
を
設
置
し
ま
す
。
縦
覧
は

無
料
で
す
が
、
課
税
台
帳
の
交

付
は
有
料
で
す
。

◆
日
程

　

４
月
１
日
（
木
曜
）

　
　

～
４
月
30
日
（
金
曜
）　　

※
土
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す

◆
時
間

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

◆
縦
覧
場
所

　

税
務
課
、
須
木
庁
舎
住
民
生
活

課
、
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

◆
対
象
者

　

本
市
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

ま
た
は
納
税
者
の
委
任
を
受
け
た

代
理
人

◆
必
要
な
も
の

・
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書

類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
な
ど
）

・
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

●
問

・
税
務
課

　

℡
23
‐
０
１
１
５

令
和
３
年
度

慰
霊
巡
拝
事
業

戦
没
者
弔
慰
金
の

請
求
は
お
済
み
で
す
か

2021 年　４　月１日号2021 年　４　月１日号

案　

内

浄
化
槽
・
汲
み
取
り
槽
の

清
掃
・
消
毒
に
つ
い
て

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助

に
つ
い
て

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧

ワクチン接種は無料です 電話やメールで個人情報を
求めることはありません

接種の費用は全額公費です 市から「接種券」「接種のお知らせ」が届きます

消費者ホットライン

国民生活センター
新型コロナワクチン詐欺消費者ホットライン

0120-7
な く な

97-1
い や や

88☎

☎ 1
い や や

88（局番なし）

新型コロナワクチン接種に関する注意喚起

実際に消費生活センターに寄せられた事例！
「ワクチンが接種できる。後日全額返金するので、お金を
振り込むように」と保健所を名乗る電話があった

高齢者宅に「コロナワクチンが無料で受けられます」 と個
人情報を聞き出す不審な電話がかかってきた

■

■

行政機関などをかたった       　　　　　  にご注意！なりすまし

※ワクチン接種については、世帯配布のチラシか市ホームページを確認ください

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生
募
集

保
健
・
福
祉

◆令和２年度募集の概要

カザフスタン共和国

イルクーツク州・ブリヤー
ト共和国

ハバロフスク地方・ユダヤ
自治州

インドネシア

中国東北地方（旧満州地区
全域）

東部ニューギニア

北ボルネオ

ビスマーク諸島

ミャンマー

フィリピン（1班～3班）

硫黄島（1 次）

硫黄島（2 次）

トラック諸島

11 月中旬

令和４年３月中旬

8 月 24 日

９月 13 日

９月 1 日

９月 1 日

９月 11 日

９月 22 日

10 月 9 日

10 月 22 日

11 月 11 日

2 月 17 日

～

～

～

～

～

～

～

～

９月 18 日

９月 29 日

10 月 16 日

10 月 27 日

11 月 19 日

２月 24 日

９月４日

９月 24 日

～

～

９月 13 日 ～ ９月 24 日

９月９日

９月 10 日

15 人

10 人

15 人

15 人

80 人

15 人

15 人

15 人

15 人

15 人

100 人

100 人

20 人

5 月 14 日（金）

６月４日（金）

４月 23 日（金）

5 月 21 日（金）

5 月 14 日（金）

6 月 11 日（金）

6 月 22 日（火）

9 月 14 日（火）

詳細な日程を含め、
問合せください

実施場所 実施時期 募集人員 申込締切日
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　リサイクル日程　

区・組 （曜日）

区 ４
月

5
月

水流迫、東方 1・2 1 6

真方１・２・３ 2 7

南西２・３、通り町 5 10

南西１の西、南西４
本町、新生町 6 10

南西１の東、種子田 7 11

北西１・３、緑町 8 12

北西２、坂元 9 13

西町１・２・３
南島田 12 20

仲町、永田町、後川内 13 21

細野 2・３、南真方 14 25

細野１、南真方西 15 26

南真方東
上町・上町西 22 27

上町中、上町東
上町北 23 28

西堤、南堤 27 31

北堤 28 31

野尻地区
（第 3 日曜） 18 16

須木地区
（第４日曜） 25 23

　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3
● 育児・親子健康日程　 

種　類 月　　日 時　間 会　場
妊婦健康相談

母子健康手帳発行
毎週月曜

（祝日除く）
9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

赤ちゃん健康診査 ４月 15 日（木） 受付 12：30 ～ 13：15

1 歳 6 か月健康診査 5 月 6 日（木）   受付 12：30 ～ 13：15

３歳児健康診査 5 月 13 日（木）

キッズフロア 5 月 12 日（水） 受付 9：30 ～ 11：00

もぐもぐクッキング ４月 21 日（水）

離乳初期・受付（要予約）
13：15 ～ 13：30

離乳中後期・受付（要予約）
14：30 ～ 14：45

今月の　これは何ごみ？

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

※個別に案内していますの
で詳しくは問合せください

「教科書・ノート類」の出し方
（答えは左のページ）

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　

くらし　4 月 10 日～ 5 月 9 日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

4

13 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

10：00 ～ 15：00

20 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

27 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

5
6 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

7 金 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考

休日納付・納税相談窓口 4 月 18 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談   ※要予約 4 月 15 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 14：40 予約 : 都城年金事務所

※年金移動相談は、感染症予防のため休止になる場合があります。事前に都城年金事務所（℡ 0986-23-2571）に確認ください　

◆こころの電話相談

毎週月曜　20：00 ～ 22：00

●問：NPO 法人こばやしハートム

☎27-1850

◆宮崎いのちの電話（年中無休）
日・月・水・金  21：00 ～（翌朝）4：00
火・木・土　　　18：00 ～（翌朝）4：00
●問：NPO 法人宮崎いのちの電話

☎ 0570-7
ナ ヤ ミ

83-5
コ コ ロ

56

ひとりで悩まずお話しください

　その他のイベント
◆二原遺跡公園公開日
　4 月 18 日（日）、
　5 月 2 日（日）～ 5 月 4 日（火）
　9：30 ～ 11：30
[ 場 ] 二原遺跡公園

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
4 月 22 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

※参加希望者は事前に問合せください

　これは何ごみ？答え　

　答えは『リサイクル品（雑
誌・書籍類）』。
　丈夫なひもで十字に結んで
出してください。
※ごみ分別「虎の巻」より分
厚いものが目安です。薄いも
のは、『紙類』になります。

●問＝生活環境課
　℡ 23‐8122

フェイスブック ツイッター
「よかとこ小林市」で検索

　市公式 SNS
　広報こばやし以外にも、公
式フェイスブック・公式ツ
イッター「よかとこ小林市」
で、市政情報やまちの話題を
発信しています。

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局

時間　９：00 ～ 17：00

受付開始日  ４月 9 日（金）

受付締切日  ４月 15 日（木）
4
月

固定資産税・都市計画税　１期

介護保険料　１期

　税・保険料の納付期限
※納期限は 4 月 30 日（金曜）です。

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください

月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

4

11 日
たなか循環器内科クリニック 23‐1115

野尻中央病院 44‐1141

18 日
上田内科 23‐3377

立山整形外科医院 22‐1717

25 日 花田耳鼻咽喉科 24‐5100

29 木 池井病院 23‐4151

5

2 日
整形外科フレンドクリニック 22‐3132

ひろた内科クリニック 25‐0550

3 月
西小林診療所 27‐1034

沖内科小児科医院 22‐4043

4 火 宮崎医院 22‐2841

5 水
前田内科医院 22‐5802
小林中央眼科 23‐5300

9 日
すわクリニック 22‐6489
桑原記念病院 22‐4138

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 4 月
野尻町保健福祉センター 13 日（火）、20 日（火）、27 日（火）

●健康相談
「健診結果が気になる」「食事のことが知りたい」「どんな運動をすればいいか」など、
健康について気になることを気軽に相談ください。

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

健康相談
（体組成計、血管年齢測定） 小林市保健センター 8：30 ～ 17：15

（要予約）

4 22 木 まちの保健室 テナムビル２階
交流スペース 13：30 ～ 15：30

平日（祝日除く）

※「まちの保健室」は、感染症の状況によっては中止になる場合があります
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介護予防・福祉 健　　康

【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325　●小林市立病院：℡ 23-4711
　　  ●長寿介護課：℡ 23-1140

【問】  ●市社会福祉協議会（本所）：℡ 23-3466 ●市社会福祉協議会（須木支所）：℡ 48-2073
●市社会福祉協議会（野尻支所）：℡ 44-1206

やっぱい

元気がよか！

人
生
１
０
０
年
時
代
！

脳
ト
レ
で
健
幸
寿
命
を
延
ば
そ
う

　一般的に介護予防とは、体を動
かして元気でいましょうという内
容が多いですが、実は脳のトレー
ニングも介護予防の大きな部分を
占めます。
　脳のトレーニングと聞いて計算
や文字の穴埋めを連想するかもし
れませんが、ここで紹介するのは

『1 日 10 秒、楽しいことを思い浮
かべる』というもの。
　嫌なことを思い出しにくくな
り、もっと幸せな気持ちで過ごせ
るようになります。簡単なので試
してみませんか。
　人間は進化の過程でポジティブ

（前向き）な感情よりネガティブ
（後ろ向き）な感情をより覚えて

福祉情報をお届けします

社協タイムズ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

い
つ
も
そ
ば
に
い
る

あ
な
た
の
相
談
相
手
で
す

　小林市では 123 人の民生委員
（児童委員を兼ねる）が活動して
おり、中央・南部・西部・北部・
須木・野尻の 6 地区の単位民児協
に所属しています。
　民生委員の関わりは、ゆりかご
から人生の終末までといわれてい
ます。
　民生委員のうち 12 人は、子ど
もたちのことを中心に活動する主
任児童委員です。
　主任児童委員は、担当する各小
学校区内で児童に関する相談に応
じています。
　困りごとがあれば、気軽にご相
談ください！

●問＝小林市社会福祉協議会
　　　℡ 23‐3466

主任児童委員とは？

お酒を正しく上手に楽しむ

だれやめ通信

第
４
回

「
Ａ
Ｓ
Ｔ
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
高
い
人
は
要
注
意
」

（
寄
稿
者
）

（
独
法
）
国
立
病
院
機
構　

肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

福ふ
く
だ田 

貴た
か
ひ
ろ博 

先
生

　今回は、お酒による健康障害の代
表、肝臓についてのお話です。
　「お酒を飲みすぎると肝臓を悪く
する」のは知っていても、詳しい話
は知らない人が多いと思います。
　簡単に言えば、お酒を飲みすぎる
と、肝臓の細胞が破壊されます。
 どれくらいの肝細胞が破壊されて
いるのかを示すのが、血液検査のＡ
ＳＴ（ＧＯＴ）、ＡＬＴ（ＧＰＴ）
です。
　ＡＳＴ、ＡＬＴが高いといわれた
場合、たくさんの肝細胞が失われて
いることを意味します。そして、飲
みすぎにより肝臓の再生が間に合わ
ないダメージの場合、繊

せ ん い

維細胞が代
わりに繁殖します。
　この繊維細胞は本来の細胞よりも
硬いため、肝臓のダメージが蓄積し

ていくと、徐々に繊維細胞に乗っ取
られて、肝臓自体が硬くなってしま
います。
　この状態を「肝硬変」と呼び、こ
うなると残念ながらもう元には戻り
ません。
　血液検査の結果、ＡＳＴ、ＡＬＴ
が高い人は、これ以上肝細胞が壊れ
ないようにお酒を減らしてみてくだ
さい。

・支援を必要とする子どもや子育て
家庭に対する情報提供などの支援や
助言

「たったの 10 秒で幸せな気分に
なれる。」

毎日 10 ～ 30 秒間、「ポジティブ
（前向きな考え）」を噛み締めよう

いくように脳が変化してしまった
せいで、自分にとって良い感情は
すぐに忘れてしまうようです。

　毎日 10 秒から 30 秒、日常の小
さなことでよいので、楽しかった
ことや面白かったことを思い浮か
べて噛み締めます。前向きな気持
ちになったらその気持ちに集中し
てみましょう。
　そうすることで、脳に「ポジテ
ィブ（前向き）な感情は重要！」
ということを覚えさせることがで
きます。
　認知機能低下予防の脳トレをし
ながら、「前向き脳トレ」も行って、
いつまでも住み慣れた地域で健幸
に過ごしましょう。

主任児童委員の役割

　児童福祉に意欲があり、児童健全
育成活動などに積極的に活動でき、
地域のことをよく知っている人が、
地域の推薦を受けて厚生労働大臣か
ら民生委員に委嘱され、主任児童委
員に指名されます。
　任期は３年です。

・子どもの健やかな育成のための
地域活動や住民の活動参加推進

・地域の関係機関、団体、社会福祉
施設などの関係者との連携や協力

知恵袋
元気の

　パルスオキシメーターをご存知で
すか？もしご存知でないとしても、
実はパルスオキシメーターを見たこ
とがあるかも知れません。
　病院や TV ドラマなどで、患者の
指先に付いている『洗濯ばさみ』の
ようなものをパルスオキシメーター
といい、血液中の酸素飽和度を測定
し、体に必要な酸素が運搬されてい
るかを監視する働きをしています。
　パルスオキシメーターは、血液中
のヘモグロビンが酸素とくっつくと
赤くなる性質を利用して測定する、
日本が世界で最初に発明した医療機
器です。
　酸素飽和度は S

エスピーオーツー

pO2 とも呼ばれて
おり、通常 95 ～ 99％であればあま
り大きな問題はありません。しかし、
90％を下回ると呼吸不全とされ、い

ろいろな臓器へ十分な酸素を供給で
きなくなります。危険な状態となり、
場合によっては酸素療法などの治療
が必要になってきます。
　パルスオキシメーターが徐々に家
庭にも普及し、自宅で SpO2 を測る
ことができるようになってきまし
た。
　SpO2 は体温・血圧と共に健康状
態の重要な指標です。普段の SpO2
の値から３～４％低下することがあ
れば、必ずかかりつけの医師に相談
するようにしましょう。

パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
っ
て
何
？

市
立
病
院　

臨
床
工
学
室

　
　
　

南
み
な
み
む
ら村 

英え
い
じ次 

さ
ん



PICK UP INFORMATION

市税・料の納付方法に
スマートフォン決済アプリを追加
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画：友安よーいち
第 80 話「みんな守ろう交通ルール」

　特集の“こばまち”を取材しま
した。「大変な状況にあっても、ま
ちづくりを楽しもう」と心掛けな
がら、地域活性のため奔走するス
タッフの姿が印象的でした（佐藤）
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心の花びら

＜編集後記＞

４
月
６
日
～
15
日
は
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
期
間
だ
モ
～

道ど
う
ろ路

で
ふ
ざ
け
る
と

危あ
ぶ

な
い
モ
～

SUKU
　SUKU

いつまでも仲良しな姉妹でいて
ね。これからも元気いっぱいで
笑って過ごそうね！
父：幸太　母：良夢

平成 30 年 11 月 25 日生
野
の も と

元 にじ ちゃん

【申・問】・地方創生課
mail　info@city.kobayashi.lg.jp

すくすく

すくすく募集中！
　必要事項をメールでお送
りください。

24 時間
365 日

どこでも
支払い可能

市税・料の納付方法に
スマートフォン決済アプリを追加

◆利用上の注意
▼利用の際は、事前にスマートフォンアプリを　
　ダウンロードし、登録を行った後、お金のチャー
　ジが必要です。（通信料などは利用者負担）

　※登録方法などは QR コードから
　　ガイドページを確認ください→

▼領収証書は発行されません。領収証書が必要な
　人は、金融機関やコンビニエンスストアなどの
　窓口で納付ください。
▼納付できる市税・料は 30 万円未満です。
▼バーコードが無いもの、納付期限を過ぎたもの
　は利用できません。金融機関窓口か市役所で納
　付ください。

◆利用できる市税・料

　  担当課

税務課

ほけん課

長寿介護課

管財課

子育て支援課

上下水道課

対象科目

市県民税（普通徴収）、固定資産税・

都市計画税、軽自動車税（種別割）

国民健康保険税、後期高齢者医療

保険料

介護保険料

住宅使用料

保育料

水道料

　令和３年４月から、市税・料の納付がスマート
フォン決済アプリ「Ｐ

ペ イ ペ イ

ａｙＰａｙ」でできるよう
になりました。　●問＝税務課　℡ 23-0115

　令和３年４月から、市税・料の納付がスマート
フォン決済アプリ「Ｐ

ペ イ ペ イ

ａｙＰａｙ」でできるよう
になりました。　●問＝税務課　℡ 23-0115

ステップ１ ステップ２ ステップ３
アプリのホーム

画面にある
「スキャン」を

タップ

振込票の
バーコードを

読み取る

支払金額を
確認し

「支払う」を
タップ

３ステップで
納付完了！

\ カンタン /

「PayPay」および「PayPay」ロゴは、PayPay 株式会社の登録商標です。

　

　口座振替は指定した口座から振替
のため、納め忘れが無く、窓口に行
く手間も省けます。振替手数料はか
かりませんので、ぜひ利用ください。

◆取り扱い金融機関
　宮崎銀行、宮崎太陽銀行、鹿児島銀行、
　高鍋信用金庫、九州労働金庫、
　こばやし農業協同組合、ゆうちょ銀行
◆申込方法
　納税通知書・預貯金通帳・届出印を持参の上、
　取扱金融機関窓口で申し込みください。

　納め忘れ防止には
口座振替がお勧めです

新し
ん
い
ち
ね
ん
せ
い

１
年
生
だ
モ
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ド
ラ
イ
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ー
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ぶ
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す
る
モ
～

平成 22 年 12 月 9 日生
野
の も と

元 そら ちゃん

　小林小の灯篭ナイトを取材しまし
た。PTA の方が６年生のために 10 月
ごろから準備してきたとのこと。キャ
ンドル代わりの LED の光が綺麗で、
温かな気持ちになりました。（前原）

BOOKS
図書図書館からのお知らせ

休館と開館時間

小林市立図書館
問＝℡ 22-7913

　昨年創刊 70 年をむかえた岩波少年文庫。
本と本に使用されているさし絵パネルの展示
を行っています。
　読者を夢中にさせ、成長させてくれる素敵
な冒険の物語の世界をぜひご覧ください。

【本館】毎週月曜は休館
◆開館時間　9 時～ 19 時
※日曜と祝日は 17 時まで

【須木分館・野尻分館】毎週月曜と祝日は休館
◆開館時間　須木：９時～ 17 時
野尻：10 時～ 18 時 30 分 ※日曜は 17 時まで

★新刊本の入荷は毎週土曜

毎月１日は館内整理日のため全館（本館・須木・野尻）休館

　「はらぺこあおむし」をはじめとした
名作絵本は、図書館でも多くの人に親し
まれ、長く読み継がれてきました。
　これから先もたくさんの人に読んでい
ただくために、劣化した絵本を新しい絵
本に入れ替えました！

絵本を入れ替えました！

「心ゆさぶる
　岩波少年文庫の世界」展示

１階エントランスで 開催 !

4 月 2 日（金曜）～ 5 月 12 日（火曜）
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